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　　　　　プ ラ マ
ー

ナの 定義
プラ ジ ュ ニ ャ

ー カ ラ グ プ タ の 解釈 をめ ぐっ て 一

小 　野 基

は じめ に

　 ダ ル マ キ ー ル テ ィ （Dharmakirti，
・ ca ．600560） の 主 著 Pramanavarttika（＝ PV ）Pra−

maqasiddhi 章冒頭 の 「プ ラマ ー ナ」 （pramalla， 知識 手段 ）の 二 つ の 定義句 を勝義 的

プ ラ マ
ー

ナ （paramarthikapramapa） と世 俗 的 プ ラ マ ー ナ （sarpVyavaharikapramarpa ） の 定

義 と呼 ん だプ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ グ プ タ （Pr躪 karagupta

，
　ca ．75C810）の 解釈は夙 に 有

名で
， 先行研究に よ っ て 度々 言及 され て きた． だが ，

こ の 解釈の 意味は従来 まだ

正確 に は 解 明 され て い な い よ うに 思 わ れ る ． 本 稿 は， PramfinavErttikalarpkEra（−

PVA
，
　P〜Ao ）の 叙述 に 即 して プ ラ ジ ュ ニ ャ

ー カ ラの 解釈の 成 立 過程 を跡 づ け ， そ

の 真意 を解明す る こ と を 目的 とす る．

ダ ル マ キ ー ル テ ィ の 「プ ラ マ ー ナの 定義」

　PV の Pram5pasiddhi章 冒頭 で は 「プ ラ マ
ー

ナ とは 整合性の あ る知で あ る （lab
「
：

pramapam　ayisaJpv 五di　jfianam一第
一

定義〉． 整合 性 と は 目的実現 に定 ま っ て い る こ とで

あ る ． …あ る い は ， 未知の 実在 を明 らか にする もの で あ る （5c： ajfiat5rthaprakES ・ vE

＝第二 定 義 ）」 と説明 さ れ て お り， デ
ー

ヴ ェ
ー

ン ドラ ブ ッ デ ィ （Devendrabuddhi ，

ca．630−690） 以 来 ， 註 釈 者 た ち は こ の 叙述 を プ ラ マ ー ナ の 定義 と見 な した ． し か

し ， 定義が或 る概念 を
一
義的に 規定す る もの で ある 以 上

，
二 つ の 定義句か らな る

こ の 叙述 は説 明 を要 す る． こ れ を解 釈 す る 方 法 に は幾 つ か の 選択肢 が あ り得 る

が ， vE を連 言的 に 理 解 し二 つ の 定 義句 を組 み 合 わ さ れ た 一 つ の 定 義 とみ る 発想

は少な くともイ ン ドの 註釈者た ち に は な か っ た， 現実に 存在 した の は ，   二 つ の

定義句 を全 くの 同義語 と理 解す る こ と
，  

一
方の 定義句が真 の 定義で

， 他方は 派

生 型 と理 解す る こ と，   二 つ の 定義句が二 つ の 異 な っ た プ ラ マ
ー

ナ に関す る定義

で ある と理 解する こ と ， の 三 通 りの 解釈で ある ． や や 結論を先取 りすれ ば ， デ
ー

ヴ ェ
ー ン ドラが  ， ダル モ ー

ッ タ ラが   で あ っ た の に対 し ， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ
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（96） プ ラ マ ーナの 定義 （小　野）

は  と  の折衷的立場で あ っ た と考 え られ る．

デ ー ヴ ェ
ー ン ドラ ブ ッ デ ィ とダル モ ー

ッ タ ラの 解釈

　 デ
ー ヴ ェ

ー ン ドラ は 5c句に 対する註釈で 上述 の 二 句 を定義 と呼び ，
二 句の 関

係 を論 じる （。f．・PVP （P）6b1−4）． 彼は 「未知の 実在を明らか にする もの も別の 第二

の 定義で ある 」 と述 べ て お り，
二 句の 各 々 を独 立 の 定義 と見 な した と理解 で き

る ．但 し， 彼は 「未知の 実在 を明 らか に する こ と」に よ っ て 規定され る知が 目的

実現 に 関 して 整合 的で あ る と言 い
， そ の 根拠 を定義中 の 「実在」 （artha） とい う

語 に 求 め て い る ． 「実 在」 ＝ 事物 は 目的実現 能力 を特 質 とす る もの で あ るか ら，

デ
ー ヴ ェ

ー ン ドラ は事実上 ， 第二 定義の 中に 第
一

定義の 内実で あ る 「目的実現 に

定ま っ てい る」 とい う特質が含 まれ る と理解 して い る こ とに なる． だが彼は ， 後

述 の プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ とは異 な り， 第二 定義の み が十 全 な 定義で あ る と述 べ よ

うとした わ けで は ない 。 二 句各 々 を独 立の 定義 とす るデ ー ヴ ェ
ー ン ドラ には ， ダ

ル モ ー
ッ タラ や プ ラ ジ ュ ニ ャ

ー カ ラ とは異な り，

一
方の 定義句に定義を収斂 させ

る 意図 は ない ， しか し，二 つ の 定義は ， 同
一

の 概 念 に 関する独立の 定義で ある 限

りで 同義語で な けれ ばな らず ， 結果的に相互 に他方を演繹 し得る こ とに なる。

　他方 ， ダ ル モ
ー

ッ タ ラ （Dharmottara，　ca ．74〔F800） は
，
　 PV に は 註釈 して い な い も

の の ，
Nyayabindutik5 （冨NBT ）で 「正 しい 知」 （samyagifiaha ）（＝プラ マ

ーナ）を 「整

合的な知」 （avisaipvtidaka ・p 　jfianam） と説明 して い るの で ， 事実上 PV の 第
一

定義を

プ ラ マ ー ナ の 定義 と見倣 して い る と理 解で きる ． また 彼は
， 正 しい 知の

一 般 的な

特 質 を記述 す る文脈 で 「整 合性」か ら 「未了解の もの を対象領域 とす る」 （ana −

dhigatavisaya） とい う性質を導出 して お り， 事実上 第一定 義か ら第二 定 義 を演繹 し

て い る． ダ ル モ
ー

ッ タ ラ に と っ て は ， 第
一

定義が 本来の プ ラ マ
ー

ナ の 定義 で あ

り， 第二 定義 は そ の 派生 型 ，
とい うこ とに なろ う （c £ 　NBT 　17，1−19，4； Franc・ 1997：

51−52；木村 1997： （6））． なお ， ダル モ ー
ッ タ ラ は世俗 的 な プ ラ マ ー ナ につ い て の

み 語 っ て い る ，
とい う点に留意すべ きで あ る ．

プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラの 解釈

序 論部分 と第
一

定義の 導入

　以上 の 二 入の 註釈者 の 見解 を踏 ま え， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラ の 解釈 を検討する．

まず第
一

定義に 関 して は ，
こ の 定義の 説明が 導入 され る 文脈 に注意せ ねばな らな

い ． 第
一
定義導入 直前 の PVA 冒頭 （PVAo 　l，10−2，8）は論全体の 序論 と も称すべ き
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プラ マ
ー

ナ の 定義 （小　野） （97）

重要な箇所で あるが ， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カラ はそ こで Prarn5rpasamuccayavpti （＝ PSV ）

巻頭 の 記述 を長 々 と援用 して
，

デ ィ グ ナ
ー ガ が PSV 帰敬偈で 用 い た 世尊の 形容

句 pramapabhata を自身 の 体 系の 根 本概 念 に位置づ ける （cf．小 野 2013）． 彼 は ， そ

の 際 ， 適宜 文章 を付加 して デ ィ グナ
ー ガ の 記述 を改変 して お り， 付加部分 を検討

する こ とで
，

こ の 箇所の プラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラの 論述 意図が明 らか に なる，

　 まず彼 は
， 「こ の 論書 で は （世尊 へ の ）讃嘆偈 の 提示が 論書 の 冒頭 に あ る 」 とい

うPSV の 文言 に
， 「（世尊が ）論 書の （著述） 目的だか らで ある． こ の （論書）で は

pramEnabhata で ある 世尊 こ そが 論証 され る」 と加 える ．　 PSV 帰敬偈で 「（知 として

の ）プ ラマ ー ナ 」の 確立 が 著作 目的で ある と表 明 した デ ィ グ ナ
ー ガ と は対照 的 に ，

プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ は prarnarpabhittaで ある 世尊 こ そ が PVA の 著作 目的だ と言う

の で ある ． また彼 は
， 「原 因 とは 意志 と実践 にお ける完成 で あ る」 とい うPSV の

文 章 を引用 した 直後 に ， 世 尊 の 原 因 面 で の 完 成 は 「世 俗 的 プ ラ マ ー ナ （samvya −

vahdrikapramtU 　La）に依拠 して 」 い る と付 け加 え る． 世俗的プ ラ マ ー ナ とは元来 ， ダ

ル マ キ ール テ ィ が Pra  5rpaviniScaya第 1章末尾で
， 勝義的 プ ラ マ ー ナ （pdramarthika−

pramana ）に 対 照 させ る 形 で
， 直接 知覚 と推 理 を意味 して 用 い た 概 念 で あ る （cf ．

PVin 　44，2−6）． 従 っ て ，
こ の 世俗的 プラ マ ーナ に依拠する世尊の 原 因面 で の 完成 と

は
， 勝義的プ ラ マ

ー
ナ た る世尊の 完成に他な らな い ． 後 に問題 と なる世俗 的 プ ラ

マ ー
ナ

・勝義 的プ ラマ
ー

ナ と い う対 概 念 の 片 方 が ，
こ こ に登 場 して い る点 に 注 意

した い ． さ らに ， プ ラ マ ー
ナ の 定義 の 導 入 に 至 る 末尾 の 箇 所で は ， プ ラ ジ ュ

ニ ャ
ー カ ラ は 「プ ラ マ

ー
ナ とは 世尊 に他 な ら ない （eva ）」 と

， 世尊 こ そが 「真実

の 」プ ラ マ ー
ナ （pmml 畑 bhit・）で ある とい うpram…畑 bh亘ta の 新解釈 を示唆 した 上

で
， 「そ れに 関 して （ダル マ キ ール テ ィ は ）

一 般 的 に プ ラ マ ー ナ の 定義 を説 く」 と

述べ て
， 第

一
定義を導入する．

　以 上 の 検討 か ら ， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラ が ， PVA 冒頭 で 世 尊 を直接 知覚 と推 理

とい うプラ マ
ー

ナ よ りも根 源的な真実の プ ラ マ ー ナ と位置づ け ， さ らに そ れ を潜

在 的 に勝 義的 プ ラ マ
ー

ナ と等 置 させ た 上 で
， 第

一 定義 を真実の プ ラ マ ー ナ で あ る

世尊 を含 む プ ラマ ー
ナ

ー般 の 共通 の 定義 と して 解釈す る ，
とい う文脈 が 明 らか と

な っ た （註釈者ヤ マ
ー リ も PVA の 第一定義の 解釈を総括する箇所で ，「以 上 の 議論に よ っ

て 「整 合性」が 世俗 と勝義の 両プ ラ マ
ーナ に共通の 定義で ある こ とが確立 され た」 と述 べ

て い る ．Cf．・Y （P）268a5−6）． こ こ で は ， 第
一

定義 「整合 的 な知」 は ， プ ラマ
ー

ナ
ー

般に と っ て は定義で ある
一

方で ， 「真実の プラ マ
ー

ナ」つ ま り特別の プラ マ
ー

ナ

で ある 世尊に と っ て は 必要条件に 留まる こ とが 暗示 され て い る．
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第二 定義の 解釈

　次に プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ の 解釈 の 核心部 分で あ る 5c句に対する註釈 を検討す

る． プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー

カ ラ は第二 定義 を導入 して
， 次 の よ うに 述べ る．

あ る い は ， 未知 の 実在 を明 らか に する もの で ある．む しろ （atha ・va ）これ が プラ マ ーナ

の 定義で ある。 （…中略…）他方 ， 世俗 知 （＝ 概念知） は，未知の 実在を明 らか にす る

もの で は な い ．す なわ ち （最 初の 直接 知覚 に よ り）既 に 把握 され て い る 色形等がそ れ

（＝ 概念 知）に よ っ て 別個に概念 的に 認識 され る の だ か ら （概念知 は）何 ら未知の 実 在

を 明 らか に しない ． しか し人は （自らの ）主観的信念 （pratiti） を反省 しない の で ， そ

れ （＝既 に把握 され た色 形等）を （未知 の 実在 と）同
一

視す る ． （反論 ⇒ もし も整合

性 な しに 「未知 （の 実 在）を明 らか にする もの 」が プ ラマ ーナ なら ば，二 つ の 月等の 形

象を持 つ （知）もプ ラ マ
ーナ に な っ て しまう．（回答 ：）否．「実在」と い う表現の ゆ えに．

すなわ ち ， それ （＝ 二 つ の 月等 の形象）は実在 で は ない ．（PVAo 　78，9−16）

まず，
プ ラ ジ ュ ニ ャ

ー カ ラ が ， デ
ー

ヴ ェ
ー ン ドラ と は異 な り，

5c句 の 中の va を

atha 　va と解釈 して い る こ とが 注 意 され る．　 atha 　va に は
，

よ り良い 選言肢 を示す接

続詞 の 意味が あ る が
，

以 下の 叙述 を見る 限 り，
こ の atha 　va は正 に その よ うな意

味 （＝ 「む しろ」）で 用い られ て い る と見て よい ． プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラは 5c句の 解

釈 に先立 ち， こ れが 第
一

定義 よ りも優 れ た 定義で あ る との 見解 を暗示す る の だ．

で は ， なぜ 5c句が優 る の か． 彼は さ しあた り， そ の 理 由を第二 定義が概 念知 を排

除 し得 る 点 に 求め て い る．彼 は また ， 上述 の デ
ー

ヴ ェ
ー

ン ドラ と同様 に
， 第二 定

義 が単独 で 定 義 なら錯覚 もプ ラ マ ー ナ にな る ， との 反 論 を想定 した上 で
， 定義中

の 「実在」 の 語 が非実在 を プ ラマ ー ナ の 対象か ら排除するの で ， そ うは な らない

と言 う． こ れに よ り， 第二 定義は概念知 と錯覚を ともに排 除 し得 る 十全 な定義 で

あ る こ とに な り， 単独 で は概念知 を排 除で きな い 第
一 定義 に優 る こ とに なる ．

　 しか し ， こ の よ うな 「実在」の 語の 解釈 は ， 5c句は 第
一

定 義 の 派生型 と な り

別 の 定義 とは言 え な くなる ，
と の 反 論 の 余地 を生 む． 次 の 箇所 は こ の 問題 を巡 る

応答 か ら始 まる ．

（反論 ：）実在性は （知が）整合的で ある場合 に限 っ て 認識 され る の で はない か ．そ して ，

それ ゆ え ，
こ の 「整合的 な知」 こそ が定義だか ら

，
ど うして （5cが ）別の 定義で あろ う

か． （回答 ：）否．なぜ なら含意に よ っ て 導出され た （5cに おける整合 性）は定義 で は な

い ． （…中略…）（反 論 ：）事物性 は それ （＝定義）に 直接的 に も間接 的 に も寄与 しない が ，

整合性 は実在性 を認識 させ る の に 寄与す る （とい う意味で 定義に間接 的 に寄与す る）．

（回答 ：）それ は 正 しい ． だが 「未知の 実在」 と い う表現 は既 に 把握 され て い る もの を把

握 す る （概 念 ）知 を排 除で き るが，「整合性」 とい う表現 に は （で き） な い ． そ れ （＝
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プ ラ マ
ー

ナの 定義 （小　野） （99）

概念知） に も，整合性が 認め られ るか ら． また ，整合性 に よ っ て 実在性 は知 られな い 。

た とえ （概 念知が ）整合 的で あ っ て も， （概 念知 の 認識 対象 で ある ）世俗 的諸存 在が実

在で ある こ とは証 明され ない か ら． （反 論 ：）そ の 場合 ， 実在性 は どの よ うに 認識 され る

の か ． （回答 ：）反省知 に基づ くと考える べ し． （PVAo 　79，1− 14）

　 プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ に よ れ ば ， 「整合性 」 は確 か に 「実在性」 に 含意 され る の

だが ， それ を理 由に 5c句 を第
一

定義の 派生 型 とす る こ とは で きな い ． 問題 は 「整

合 性」 と 「実在性 」の 包摂 関係 で あ る． デ
ー

ヴ ェ
ー

ン ドラ も述 べ た よ うに実 在で

あ る 限 りは 整合 性が ある の で ， 「実在性」か ら 「整合 性」 は演 繹 さ れ る． 他 方 ，

世俗的存在 （samvPtisat ） は整合的で あ っ て も実在 とは 限 らな い ． 外界 の 対象 を虚

構す る概念知は
，

日常的 に は整合性 を有 して い る が ， それ だ けで は外 界の 対 象の

実在性が 証明 され た こ とに は な らない （c £ 　Y （P＞340b2−3）．従 っ て
， 「実在性」は 「整

合性」 に よ っ て は知 られ ず ， 「整合性 」か ら 「実在 性」 は 演繹 され ない ． こ の 場

合 に は
， 第二 定 義が プ ラ マ

ー
ナの 本来の 定義 で あ り， 他方 ， 第

一
定義 はそ の 派生

型 と な る （cf．岩田 2000：8；Y （P）340b6−7）． こ れ は， さ しあ た り， ダル モ ー
ッ タ ラ

とは逆 の 立場 で あ る．

　しか し ，
こ こ に新 た な難 問が 生 じる． プ ラ マ ー ナ の 定義 と して の 「整合性」は

，

そ の 内実が 「目的実現が 定ま っ て い る こ と」 で ある か ら
， 目的実現の 有無 に よ っ

て 定義が該当す る か否 か は経験 的 に 検証 で きる ．他 方 ， 「未知 の 実在 を明 らか に

す る もの 」 が プ ラマ ー ナ の 定義で あ る場 合 には
， 「対象の 実在性 」が プ ラ マ ー

ナ

の 要件 で あ るが ， 整合 性 か ら演繹 され ない 「対象 の 実在性 」 は経験 的 に検 証で き

ない ． プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ は 「実在性の 認識 は 反省知 （parimarSa） に 基 づ くと考

える べ し」 と述べ るが ， 反省 知は 日常 レ ベ ル で そ の 存在が 担保 さ れ る もの で は な

い ．

勝義的プラ マ ー ナ と世俗的プ ラ マ ー ナの 定義

　冒頭 で 述 べ た 勝義的 プ ラ マ ー ナ の 定義 ・世俗 的プ ラ マ ー
ナ の 定義 の 二 分 法 は

，

正 に こ の ア ポ リ ア に 直面 した プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラに よ っ て 提 示 され る の だ 。

　 む しろ ，
こ こ で は 「実在」 と い う語は勝義の 実在 （paramartha）を言 う．「未知の 実在 を

　 明 らか にす る もの 」 とは勝義の 実在を明 らか にす る もの ， と い う意味で あ る． そ して 勝

　 義の 実在 とは 不 二 性で あ り，
プ ラ マ ーナ は そ れ を明 らか にす る もの に他 な らない ．そ し

　 て
，

こ れ に 対応 して （ダル マ キ
ー

ル テ ィ は ）「それ 自身は 自らに よ っ て 知 られ る 」 （PV 　II

　 4d） と述 べ
， また （第

一
定義 に対応 して ）「真 は行 為 を介 して 」 （PV 　II　5a） と述べ た．

　 その 場合 には
， 後者 （＝第二 定義）が 勝義的プ ラマ

ー
ナの 定義で あ り，前者 （＝第一定

　 義）は世俗 的 （プ ラ マ ーナ ）の （定義）で ある ． （PVAo 　79，15− 19）
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（100） プラマ
ー

ナ の 定義 （小　野）

　整合性 を俟 たずに第二 定義の 中の 「実在」 が プ ラ マ ー ナ
ー

般 の 対象 を指す とす

れ ば
，

そ もそ も人 は或 る知の 対象 が 「実在 」 で あ る こ とを どの よ うに知 る の か ，

とい う難題 が 生 じるか も知れ な い ． しか し， 実 は こ の 定義の 中の 「実在」 とい う

語 が意 味する の は勝義の 実在 と して の 不二 性 ，
つ ま りプ ラマ ー ナ と して の 世 尊の

認識対象 に 他 な ら な い と プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ は解 釈 す る ． そ して 次 に， PV の

「そ れ 自身 は 自 らに よ っ て 知 られ る」 と 「真 は行為 を介 して」 の 両句 を引用 し，

こ れ らを各々 勝義的プ ラマ ー ナ と世俗的プ ラマ ーナ に関連づ ける ．

　4d句 と 5a句の 引用 は
一

見唐突 だが
，

プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラの 狙 い は

，
4d句 「そ

れ 自身 は 自らに よ っ て 知 られ る 」 を 自律的 真の 叙述 ， また 5a句 「真 は 行為 を介

して 」 を他律 的真 の 叙述 と理解 した上 で （c£ PVAo 　65，4−5 ；Y （P）330a7−8）， 前者 を勝

義的プ ラ マ
ー

ナ に 関連づ け る こ とに よ っ て
， 第二 定義 を勝義的 プ ラ マ ー ナ の 定義

と見做す論拠 にす る こ とにあ る と思 わ れ る。 す なわ ち ， 或 る プ ラマ ー
ナ が 勝義的

プ ラマ ー ナで あれ ば
， それ は 自律的に真で あ り， それゆ えそれは経験 的 な検証 を

俟 た ない 第二 定義で 定義で きるが
， 他方で 他律的 に真が 確定 さ れ る世俗 的 プ ラ

マ
ー

ナ は
， 経験的検証 の 契機 を含 む 第

一
定義 に よ っ て 定義 され ね ば な らな い

，
と

い うの が ，
こ の 箇所 の 叙述 の 意味で あろ う． こ うして

， 第二 定義が ， 勝義 的プ ラ

マ ー
ナ の 定義 とな り， 翻 っ て ， 世俗的 プ ラマ

ー
ナ に とっ て は第一 定義が 定義 と位

置付 け られ る ， とい う解釈が ， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ の 最 終見解 となる ．

　だが ， 見逃 して は な らない 点は
，

こ の解釈 に お い て も， 第二 定義か ら第
一

定義

を演繹 で きる とい うプ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラの 従 前の 見解 は 堅持 され

， 従 っ て 第
一

定

義は勝義的 プ ラ マ ーナの 必 要条件 として残 っ て い る
，

とい う点で ある ． こ れ は上

述 の PVA 序論部 の 検討が 暗示 して い た こ とで もある． 勝 義的 プ ラマ ー
ナ は整合

性 の ある 知 に 他 な らな い ． つ ま り， 「第二 定義が勝義 的 プ ラ マ ー
ナ の 定義 で あ る 」

とい う言 明は， 正 確 に は 「第
一 定義を含意す る第二 定義が勝 義的 プ ラマ ー

ナ の 定

義 で ある」 とい う意味に理 解 され ね ば な らない ． そ し て
， そ うで あれ ば

，
こ れ と

は対照 的 に 「第
一

定義 が 世俗 的 プ ラマ
ー

ナ の 定義で ある 」 とい うこ と も， 「第二

定義 を含意す る第
一

定義が 世俗 的 プ ラ マ
ー

ナ の 定義で あ る」 とい う意味 に理解す

べ きか も知れ ない ， もしそ うで あれ ば
，

プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カラ は

， 世俗 的プ ラ マ ー

ナ に 関す る 限 り，
ダル モ ー

ッ タ ラ と同意見 となる．

おわ りに

以上 の よ うに ， プ ラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラの プ ラマ ー

ナ の 定義 の 解釈 は 重層 的 なもの
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プ ラ マ
ー

ナ の 定義 （小　野） （101）

で
，

一
旦 は第二 定義 に 定義 を収歛 させ る解釈 を示 しなが ら， 更 なる 吟 味の 結果 ，

最終 的に 第二 定義 を勝 義的プ ラ マ
ー

ナ の 定義 第
一

定義 を世俗 的 プ ラ マ
ー

ナ の 定

義 とす る 解釈 に到達す る とい う論 理構 造 を持 つ ． そ の 最終見解 は唐 突 な もの で は

ない ． さ らに ， 第
一
定義が世俗的 プ ラ マ ー ナの 定義で あ る こ とは

， 第一 定義導入

の 際 の 説 明 に よ っ て 暗 黙 に前提 さ れ て い た と も言 え る ． 彼 の 最 終見解 は
， 実 は

PVA 冒頭 部分 か らの 必 然 的帰 結で もあ っ たの で あ る ．
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